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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成30年3月15日(2018.3.15)

【公表番号】特表2017-505347(P2017-505347A)
【公表日】平成29年2月16日(2017.2.16)
【年通号数】公開・登録公報2017-007
【出願番号】特願2016-568465(P2016-568465)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 401/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4439   (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  401/04     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/4439   　　　　
   Ａ６１Ｐ    7/06     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年2月5日(2018.2.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　化合物１：
【化１】

の結晶性無溶媒和物。
【請求項２】
　化合物１の溶媒和多形を実質的に含まない、請求項１に記載の結晶性無溶媒和物。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の結晶性無溶媒和物を含む組成物。
【請求項４】
　前記結晶性無溶媒和物が、フォームＩ、フォームＩＩ又はマテリアルＮのうちの１つ以
上を含み、ここで、
　フォームＩは、１２．８２、１５．７４、１６．０３、１６．６３、１７．６０、２５
．１４、２５．８２及び２６．４４（各々±０．２）から選択される少なくとも１つの粉
末Ｘ線回折ピーク（°２θ、Ｃｕ　Ｋα線）によって特徴付けられ；
　フォームＩＩは、１３．３７、１４．３７、１９．９５及び２３．９２（各々±０．２
）から選択される少なくとも１つの粉末Ｘ線回折ピーク（°２θ、Ｃｕ　Ｋα線）によっ
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て特徴付けられ；及び
　マテリアルＮは、１１．６５、１１．８５、１２．０８、１６．７０、１９．６５及び
２３．４８（各々±０．２）から選択される少なくとも１つの粉末Ｘ線回折ピーク（°２
θ、Ｃｕ　Ｋα線）によって特徴付けられる、請求項１又は２に記載の結晶性無溶媒和物
。
【請求項５】
　フォームＩＩを含む、請求項４に記載の結晶性無溶媒和物。
【請求項６】
　マテリアルＮを含む、請求項４に記載の結晶性無溶媒和物。
【請求項７】
　化合物１の塩を溶媒中にスラリー化するステップと、前記化合物１塩を不均化させるス
テップであって、それにより前記結晶性無溶媒和物を形成するステップを含む、請求項１
又は２に記載の結晶性無溶媒和物の調製方法。
【請求項８】
　ヘモグロビンＳの酸素親和性を増加させるための、請求項１又は２に記載の結晶性無溶
媒和物を含む剤。
【請求項９】
　ヘモグロビンＳの酸素親和性を増加させるための、請求項３に記載の組成物。
【請求項１０】
　鎌状赤血球貧血に関連する酸素欠乏を治療するための、請求項１又は２に記載の結晶性
無溶媒和物を含む剤。
【請求項１１】
　鎌状赤血球貧血に関連する酸素欠乏を治療するための、請求項３に記載の組成物。
【請求項１２】
　化合物１：
【化２】

の結晶性溶媒和物。
【請求項１３】
　化合物１の無溶媒和多形を実質的に含まない、請求項１２に記載の結晶性溶媒和物。
【請求項１４】
　請求項１２又は１３に記載の結晶性溶媒和物を含む組成物。
【請求項１５】
　マテリアルＥ、マテリアルＦ、マテリアルＧ、マテリアルＨ、マテリアルＪ、マテリア
ルＫ、マテリアルＬ、マテリアルＭ、マテリアルＯ又はマテリアルＰのうちの１つ以上を
含む、請求項１２又は１３に記載の結晶性溶媒和物。
【請求項１６】
　マテリアルＥが、８．６９、１１．７３、１２．１０、１５．２６、１６．１１、１７
．４５、２２．３９、２２．５５及び２３．７０（各々±０．２０）から選択される少な
くとも１つ、２つ、又は３つの粉末Ｘ線回折ピーク（°２θ、Ｃｕ　Ｋα線）によって特
徴付けられ；
　マテリアルＦが、８．４７、８．８１、１２．７５、１３．１７、１４．９２、１５．
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６３、１７．０１、２３．７３、及び２４．０７（各々±０．２０）から選択される少な
くとも１つ、２つ、又は３つの粉末Ｘ線回折ピーク（°２θ、Ｃｕ　Ｋα線）によって特
徴付けられ；
　マテリアルＧが、８．４７、１１．４５、１２．６２、１４．６６、１５．６９、１７
．０１、１８．４７、２０．３２、２２．６１、２３．０８、２３．４３及び２３．７０
（各々±０．２０）から選択される少なくとも１つ、２つ、又は３つの粉末Ｘ線回折ピー
ク（°２θ、Ｃｕ　Ｋα線）によって特徴付けられ；
　マテリアルＨが、８．６１、１１．６７、１５．３３、１６．２８、１７．２８、２２
．５８、２３．５１及び２５．７７（各々±０．２０）から選択される少なくとも１つ、
２つ、又は３つの粉末Ｘ線回折ピーク（°２θ、Ｃｕ　Ｋα線）によって特徴付けられ；
　マテリアルＪが、８．５２、８．８８、１２．７９、１５．０４、１５．６１、１７．
１１、２２．８１、２３．８７、２４．１７、２４．６２及び２６．４４（各々±０．２
０）から選択される少なくとも１つ、２つ、又は３つの粉末Ｘ線回折ピーク（°２θ、Ｃ
ｕ　Ｋα線）によって特徴付けられ；
　マテリアルＫが、８．５２、８．８３、１１．３５、１５．０４、１５．７４、１７．
１１、２３．４６、２３．５８、２４．０８及び２５．９９（各々±０．２０）から選択
される少なくとも１つ、２つ、又は３つの粉末Ｘ線回折ピーク（°２θ、Ｃｕ　Ｋα線）
によって特徴付けられ；
　マテリアルＬが、８．６１、８．７８、１１．６７、１４．９４、１５．２８、１６．
１４、１７．３０、２２．７５、２３．７１及び２６．０５（各々±０．２０）から選択
される少なくとも１つ、２つ、又は３つの粉末Ｘ線回折ピーク（°２θ、Ｃｕ　Ｋα線）
によって特徴付けられ；及び
　マテリアルＭが、７．７４、１０．０５、１２．８２、１５．３３、１６．８０、２０
．８２、２１．１４、２５．８０及び２６．９７（各々±０．２０）から選択される少な
くとも１つ、２つ、又は３つの粉末Ｘ線回折ピーク（°２θ、Ｃｕ　Ｋα線）によって特
徴付けられる、請求項１５に記載の結晶性溶媒和物。
【請求項１７】
　化合物１の遊離塩基無溶媒和物を溶媒と接触させるステップを含む、請求項１２又は１
３に記載の結晶性溶媒和物の調製方法。
【請求項１８】
　ヘモグロビンＳの酸素親和性を増加させるための、請求項１２又は１３に記載の結晶性
溶媒和物を含む剤。
【請求項１９】
　鎌状赤血球貧血に関連する酸素欠乏を治療するための、請求項１２に記載の結晶性溶媒
和物を含む剤。
【請求項２０】
　鎌状赤血球貧血を治療するための、請求項１若しくは２に記載の結晶性無溶媒和物又は
請求項１２若しくは１３に記載の結晶性溶媒和物を含む剤。
【請求項２１】
　鎌状赤血球貧血を治療するための、請求項３又は１４に記載の組成物。
【請求項２２】
　ヘモグロビンに関連する障害を治療するための、請求項１若しくは２に記載の結晶性無
溶媒和物又は請求項１２若しくは１３に記載の結晶性溶媒和物を含む剤。
【請求項２３】
　ヘモグロビンに関連する障害を治療するための、請求項３又は１４に記載の組成物。
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